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平成 28 年熊
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避難所におけ

ンケート 2)か

先的に行う必

究の目的とす

2 避難者数推

今回の研究で

市，益城町，

町，南阿蘇村

発生からの対

になる．4 月

傾向を示して

避難者数の

1.2 で述べた

の傾向が指数

小自乗法を用

ータを表した

ある．混合指

次に式(1)よ

間経過による

因による減少

影響のある要

移に影響があ

際に使用した

)の復旧率 3)，

ーパーの営業

6)，コンビニ

つのデータを

定した結果が

つある．左側

景と目的 

熊本地震におい

員の対応では

員は復旧業務

こで本研究で

ける避難者数

からより早く

必要があるの

する． 

推移の傾向 

で対象とする

御船町，嘉

村，西原村の

対象地域全体

17 日で避難

ていることが

の減少曲線の

たように避難者

数関数である

用いて混合指

た．図-2 は観

指数関数の式

り避難者数推

る減少とライ

少と考えられ

要因のデータ

あるのかを分

たデータはラ

熊本周辺の

業率 5)，携帯

ニの営業率 7)で

を組み合わせ
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  熊本地

いて避難所に
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観測値と推計
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のパラメータ
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した．図-1 は
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大になり指数関
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ータから非線

め表-1 で各パ
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す． 
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の要因分析
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